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関東山地三波川変成岩類の昇温変成作用時のP-T条件

Prograde P-T condition of the Sanbagawa metamorphic rocks of the Kanto Mountains.
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　関東山地三波川変成岩類の泥質岩 (試料番号 AM73p)中の garnetから，paragonite + clinozoisite + quartz + albiteの組
み合わせが見出された．この泥質岩の主な鉱物組み合わせは，garnet＋ phengite + chlorite + albite + quartzで，ざくろ石帯
に属し，biotiteや oligoclaseは含まない．また，マトリクス中には paragoniteは出現しない．garnet - chlorite間のMg-Fe
分配係数や炭質物の Lc002値は関東山地三波川変成岩類では最も高い値を示す．paragonite + clinozoisite組み合わせの
包有物は，分析をした garnetの約 10%から見つかり，paragoniteを含むざくろ石粒子には必ず clinozoisite包有物が存在
し，両者が１つの包有物中に共存することもある．その他の包有物としては，quartz, albite，および zirconが見出される．
garnetは normal zoningをしており，paragonite + clinozoisiteの組み合わせの包有物は coreから rimまでどの部分にも入
るため，quartz + albiteとともに garnet成長時の安定した組み合わせである．
　この組み合わせの P-T条件を求めるために Theriak-Domino(de Capitani and Brown, 1987)を用いてシュードセクショ

ンを計算した．熱力学データベースには，Holland and Powell(1998)を用いた．その結果，この泥質岩の全岩化学組成で，
lawsoniteを欠き，paragonite + clinozoisite + quartz + albiteの組み合わせは，T=340-440℃,P=0.75-1.05GPaの範囲で安定
であることが分かった．関東山地三波川変成岩類ざくろ石帯の P-T条件は，四国地域 (例えば Enami et al., 1994)よりや
や低温高圧であると考えられる．
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